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少なくとも朝晩の二回は小さなや
わらかい歯ブラシで軽くこすってよ
ごれをとってやります。
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水を含ませた清潔なガーゼや脱脂
綿を指先にまきつけて歯の表面のよ
ごれを軽くふきとってやります。粘
膜を傷つけないように注意します。
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下鷺書縫聾
　　奪　奮　響　蛮　勇　奪　含
　　主　　　ま　　盆　　　の　　　り　　て　　あ
　　黒　た　の　炎　の　　く　ん
　　ど　　の　　月　　天　　道　　る　　ず
　　う　　影　　　　　　下　　を　　火　　の

撃郵真鑑糟蝉

　　　　　　も

ひとりでみがくようになります。

上の歯は上から下へ。下の歯は下か
ら上にとローリング法を教える。忘
れずにみがいたときはほめてやりま
す。

ひとりで歯ブラシをもってみがく

練習をはじめる。歯の外側をかみ合
せて円を描くように。不充分な所は
お母さんが手伝ってあげます。歯ブ
ラシは子どもの□の大きさにあった
ものをえらび、歯みがき粉はつかわ
なくてもかまいません。
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昭和51年8月15日

8月1日現在

人　口 7，284（±0）

男 3，611（＋2）

女 3，673（一2）

世帯数 1．668（±0）
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し
ず
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る
小
松
原
湿
原

ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
を
大
切
に

　
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
中
里
村
は
清
津
峡
、

七
ツ
釜
、
小
松
原
、
瀬
戸
漢
谷
、
城

山
、
鷹
の
巣
な
ど
素
晴
ら
し
い
景
観

と
高
い
自
然
度
を
保
つ
地
域
を
豊
富

に
も
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
こ
れ
ら
の
地
域

に
お
い
て
、
計
画
的
と
思
わ
れ
る
高

山
植
物
の
盗
採
の
事
実
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
中
里
村
で
は
清
津
峡
、
七

ツ
釜
、
小
松
原
地
域
に
お
け
る
動
植

川
西
町

物
の
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
国
有
林
、
保
安
林
内
も
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
の
自
然
を

次
の
時
代
の
村
民
に
引
き
継
ぐ
こ
と

も
大
事
な
事
で
す
。

心
な
い
人
々
の
自
然
破
壊
を
、
村
民

の
み
な
さ
ん
の
力
で
防
ぎ
、
か
け
が

い
の
な
い
緑
も
え
る
ふ
る
さ
と
を
愛

し
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
尚
、
盗
採
の
場
合
、
六
ケ
月
以

仙
田
地
区
の
電
話
が
自
動
化

i
9
月
8
日
午
後
二
時
か
ら
ー

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
川
西

町
仙
田
地
区
の
電
話
の
自
動
北
工
事

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
近
く
完
成

す
る
予
定
で
、
い
よ
い
よ
九
月
八
日

午
後
二
時
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
切

り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
仙
田
地
区
へ
の
通

話
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
だ
け
で
直

接
相
手
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、

便
利
に
な
り
ま
す
が
電
話
番
号
な
ど

が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
局
名
が
仙
田
局
か
ら
千
手
局
に
な

　
り
ま
す
。

○
市
外
局
番
が
「
〇
二
五
七
六
」
に

　
な
り
ま
す
。

○
電
話
番
号
は
市
内
局
番
「
九
」
が

　
つ
い
て
、
千
手
局
九
ー
×
×
×
×

　
と
五
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
越
後
田
沢
局
の
一
般
加
入

電
話
か
ら
川
西
町
仙
田
地
区
へ
お
か

け
に
な
る
と
き
は
、
〇
二
五
七
六
ー

蜜
慶

（
り

（
㌔
6

し
ょ
や
つ

下
又
は
五
年
以
下
の
懲
役
、
一
万
円

以
下
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
則
が

文
化
財
保
護
法
、
自
然
公
園
法
、
森

林
法
等
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ー
甲
里
村
役
場
産
業
課

　
　
　
　
　
観
光
協
会

　
　
六
日
町
営
林
署

　
　
　
　
　
田
沢
、
倉
俣
担
当
区

　
　
＋
日
町
警
察
署

　
　
　
　
田
沢
、
倉
俣
駐
在
所
ー

九
I
x
×
×
×
と
続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
と
直
接
相
手
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
集
団
電
話
（
地
集
電

話
）
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
ど
う
り
の

か
け
か
た
で
す
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
電
報
電
話
局

加
入
係
（
電
〇
二
五
七
五
ー
一
丁
二

六
〇
〇
）
へ

家
族
表
札
の
あ
っ
せ
ん

　
郵
便
局
で
は
家
族
表
札
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。
迷
い
子
郵
便
や
誤

配
達
が
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
家
族
表
札

を
お
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
半
永
久
的
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
家
族
表
札
（
名
前
は
書
き
入
れ
ま

　
す
）
　
あ
っ
せ
ん
価
格
四
八
○
円

最
近
局
関
係
を
よ
そ
お
い
粗
悪
な
表

札
を
売
り
つ
け
る
業
者
が
村
内
に
出

没
し
て
い
ま
す
。
十
分
御
注
意
下
さ
い
。
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村
と
湯
沢
を
む
す
ぶ
基
幹
林
道

　
　
　
　
　
田
代
線
の
起
工
式
行
な
わ
る

　
去
る
八
月
二
日
、
県
林
政
課
長
、

六
日
町
営
林
署
長
他
、
県
出
先
機
関

の
関
係
者
を
は
じ
め
村
長
、
田
代
部

落
の
人
達
な
ど
が
多
数
出
席
し
て
林

道
田
代
線
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
林
道
は
、
田
代
七
ツ
釜
入
口

を
起
点
と
し
て
民
有
林
四
キ
ロ
、
国

有
林
九
キ
ロ
を
開
設
、
現
在
、
六
日

町
営
林
署
で
工
事
を
進
め
て
い
る
、

湯
沢
町
三
俣
地
内
を
起
点
と
す
る
高

石
林
道
に
結
ぶ
も
の
で
、
民
有
林
分

四
キ
ロ
は
県
に
委
託
し
て
事
業
を
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
国
有
林
分
九

キ
・
は
営
林
署
嚢
で
行
な
わ
れ
る
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か
り
で
は
な
く
、

し
て
の
役
割
も
大
き
く
、
村
で
は
早

期
完
成
を
期
し
、
今
後
強
力
に
推
進

を
は
か
っ
て
ゆ
き
た
い
と
村
長
さ
ん

は
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
林
道
路
線
略
図
（
上
）

と
起
工
式
の
模
様
」

1
国
年
通
信
ω
f

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
全
線
開
設
後
は

中
里
1
湯
沢
を
結

ぶ
林
道
と
し
て
ば

重
要
産
業
道
路
と

年
金
福
祉
事
業
団
が
行
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
担
保
貸
付
制
度

　
　
“
年
金
担
保
貸
付
”
と
は
、
厚
生

年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
国
民
年
金

の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
そ
の
年

金
を
受
け
る
権
利
を
担
保
に
し
て
小

口
資
金
の
融
資
を
受
け
る
制
度
で
す
。

◎
こ
の
融
資
を
利
用
で
き
る
方

一
現
在
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い

　
る
方
に
限
り
ま
す
。

二
厚
生
年
金
保
険
証
書

三
船
員
保
険
年
金
証
書

四
国
民
年
金
証
書
（
国
民
年
金
の
福

　
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
）

◎
融
資
を
受
け
ら
れ
る
額

一
支
払
い
年
金
額
の
一
・
五
倍
以
内

　
で
最
低
十
万
円
か
ら
最
高
七
十
万

　
円
ま
で
の
範
囲
内
（
一
万
円
単
位
）

二
利
率
　
年
七
・
五
％

三
反
済
方
法
　
年
金
の
支
払
い
金
の

金
額
を
も
っ
て
あ
て
ら
れ
ま
す
。

四
担
保
　
年
金
給
付
の
受
給
権
が
担

　
保
と
な
る
（
年
金
証
書
）

五
保
証
人
　
連
帯
保
証
人
一
名
必
要

◎
申
し
込
み
の
際
に
必
要
な
書
類

一
借
入
申
し
込
み
書
（
事
業
団
の
代

　
理
店
に
あ
り
ま
す
「
市
中
金
融
機

関
）

二
任
金
証
書

三
支
払
い
年
金
額
を
証
す
る
書
類

　
○
年
金
裁
定
通
知
書
　
年
金
支
給

　
額
変
更
通
知
書
　
年
金
改
定
通
知

　
書
等
の
最
も
新
し
い
も
の

　
○
国
民
年
金
の
う
ち
障
害
、
母
子
、

準
母
子
、
　
遺
児
、
寡
婦
の
各
年

金
の
場
合
は
年
金
支
給
状
態
証
明

書
で
発
行
後
一
ケ
月
以
内
の
も
の

尚
、
こ
の
証
明
書
の
用
紙
は
事
業

団
の
代
理
店
に
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
社

会
保
険
事
務
所
で
証
明
を
う
け
て

下
さ
い
。

◎
申
し
込
み
の
受
付
期
間
は
左
の
表

申込みの受付期間

の
通
り
で
す
。

年金の種類 申込み受付期間 融　資　日

厚生年金保険及び

船　員　保　険

昭和51年10月1日～10月15日

昭和52年1月4日～1月14日

昭和51年11月27日

昭和52年2月28日

国　民　年　金

老　令　年　金
通算老令年金

昭和51年10月1日～10月15日

昭和52年2月1日～2月15日

昭和51年11月27日

昭和52年3月28日

国　民　年　金

障　害　年　金
母子　年　金
準母子年金
遺　児　年　金
寡　婦　年　金

昭和51年11月1日～11月15日

昭和52年2月1日～2月15日

昭和51年12月22日

昭和52年3月28日

1
募
集
ー

　
　
四
国
ロ
マ
ン
の
旅
十
建
物
共
済

　
　
三
〇
〇
万
円
”
四
二
、
五
〇
〇
円

　
役
場
産
業
課
共
済
係
で
は
、
四
国

一
周
、
四
泊
五
日
の
ロ
マ
ン
の
旅
を

計
画
し
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

こ
の
旅
行
に
参
加
す
る
と
、
三
百

万
円
の
建
物
火
災
共
済
に
加
入
し
た

こ
と
に
な
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

○
会
費
　
四
二
、
五
〇
〇
円

○
募
集
〆
切
　
九
月
十
五
日

尚
、
出
発
は
十
月
の
上
旬
も
し
く
は

中
旬
に
な
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は

直
接
係
あ
て
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

調
停
シ
リ
ー
ズ
㈲

1調
停
の
進
行
－

　
調
停
が
申
し
立
て
ら
れ
る
と
、
裁

判
官
と
民
間
か
ら
選
ば
れ
た
二
名
の

調
停
委
員
に
よ
っ
て
、
調
停
委
員
会

が
開
か
れ
ま
す
。
家
事
調
停
で
は
、

そ
の
二
名
の
調
停
委
員
の
う
ち
一
名

は
、
婦
人
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
申
立
人
と
相
手
方
は
、
調
停
期
日

の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
と
、
裁
判
所

の
調
停
室
へ
出
向
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
裁
判
官
と
調
停
委
員
が
事

件
の
内
容
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、

第
三
者
に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
調
停
委
員
会
が
現
場
を

見
に
行
っ
た
り
、
専
門
家
に
鑑
定
を

依
頼
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
、
家
事
調
停
事
件
で
は
、
事

情
が
複
雑
で
人
情
の
機
微
に
ふ
れ
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
、
家
庭

裁
判
所
に
は
調
査
官
や
医
務
室
と
い

う
も
の
が
置
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
に

専
門
的
な
調
査
を
さ
せ
、
意
見
を
き

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
寄
　
附

　
干
溝
の
江
口
行
男
さ
ん
は
、
亡
父

江
口
平
五
郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し

て
金
二
万
円
を
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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き
び
し
い
幸
福
へ
の
道

　
い
た
ま
し
い
一
家
四
人
、
五
人
心

中
が
た
え
な
い
。
ど
う
し
て
死
を
急

ぐ
の
か
。
あ
る
地
方
の
過
疎
地
帯
で

七
十
才
以
上
の
老
人
の
多
く
は
「
も

う
あ
の
世
へ
引
き
と
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
願
っ
て
い
る
。
こ
の
願
生
浄
土

の
思
い
は
、
全
国
の
老
人
に
共
通
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
人
間
は
幸
福
を
求
め
な
け
れ
ば
一

日
も
生
き
て
い
け
な
い
。
一
家
心
中

を
決
意
し
た
人
で
も
、
心
中
の
な
か

に
幸
福
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
世
に

見
き
り
を
つ
け
た
老
人
た
ち
に
も
「

往
生
安
楽
国
」
に
、
永
生
の
幸
福
が

あ
る
と
信
じ
る
。
科
学
技
術
の
す
ば

ら
し
い
発
達
や
、
政
治
、
経
済
の
一

切
も
幸
福
の
追
求
を
原
動
力
と
す
る

　
と
り
わ
け
科
学
の
発
達
は
、
人
類

の
歴
史
に
か
が
や
く
、
不
朽
の
ピ
ラ

、
、
・
ッ
ド
を
築
き
上
げ
た
。
今
後
も
急

ピ
ッ
チ
を
あ
げ
、
過
去
百
年
で
な
し

と
げ
た
こ
と
を
、
十
年
、
十
五
年
で

な
し
ど
げ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
で
人
間
は
幸
福
に
な
れ
た
か

と
い
う
に
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
交
通
戦
争
、
公
害
、
青
少
年
犯

罪
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
自
殺
、
精
神
病

患
者
の
激
増
は
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
。

精
神
病
院
に
い
わ
せ
る
と
、
大
都
会

の
生
活
を
し
て
い
る
十
人
の
う
ち
七

、
八
人
ま
で
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か

っ
て
い
る
。
消
費
生
活
は
ぜ
い
た
く

　
　
斉
藤
大
馨

に
な
っ
た
が
、
心
の
か
わ
き
を
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
ぬ
。
物
価
は
あ
が

り
、
労
使
と
も
、
ノ
ル
マ
、
ノ
ル
マ

に
追
い
ま
く
ら
れ
る
。
家
庭
は
ベ
ッ

ト
．
タ
ウ
ン
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
下

宿
屋
に
転
落
し
た
。
イ
ラ
イ
ラ
病
に

な
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
真
の
幸
福
と
は
、
何
で
あ

る
か
を
猛
省
す
る
前
に
、
幸
福
を
追

求
す
る
、
　
「
私
自
身
」
は
、
何
も
の

で
あ
る
か
に
眼
を
向
け
ざ
る
を
得
ま

い
。
自
分
の
正
体
す
ら
わ
か
ら
な
い

で
、
幸
福
を
求
め
る
の
は
ナ
ン
セ
ン

ス
だ
。

　
私
ど
も
は
日
常
生
活
で
、
よ
く
我

が
強
す
ぎ
る
と
い
う
が
、
一
面
我
が

な
か
っ
た
ら
何
も
出
来
な
い
じ
ゃ
な

い
か
、
と
の
反
論
も
あ
る
。

仏
法
は
無
我
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
無

我
が
真
理
で
あ
り
真
実
で
あ
る
。
こ

れ
を
自
身
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
せ
よ
と

ネ
ハ
ン
経
に
出
て
い
る
。
無
我
は
大

我
で
、
小
我
と
か
自
我
に
対
置
さ
れ

る
。
転
ん
で
も
タ
ダ
で
起
き
ぬ
自
我

は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
生
ま
れ
る
と
同
時

に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
眼
耳
鼻
舌
身

意
の
六
識
で
我
執
が
出
て
く
る
。

六
識
の
感
覚
を
統
一
す
る
の
が
七
識

の
マ
ナ
識
そ
の
奥
に
意
識
に
の
ぼ
ら

ぬ
八
識
の
ア
ラ
ヤ
シ
キ
が
あ
る
。

ア
ラ
ヤ
シ
キ
は
外
界
の
世
界
が
起
っ

て
く
る
根
本
だ
と
云
う
。

　
だ
か
ら
執
着
を
は
な
れ
よ
と
い
っ

て
も
、
は
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

自
分
は
我
が
少
く
な
い
と
思
う
人
で

も
、
掘
り
下
げ
方
が
浅
い
か
ら
、
自

身
を
よ
い
子
に
し
て
い
る
。
こ
う
ゆ

う
捨
て
る
こ
と
に
ょ
っ
て
拾
う
「
善

人
」
は
、
道
徳
的
生
活
に
満
足
し
て

宗
教
の
門
を
た
た
く
こ
と
は
至
難
で

あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
誰
が
見
て
も

昭
和
五
十
二
年
歌
会
始
の

お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

一
昭
和
五
十
二
年
歌
会
始
の
お
題

　
昭
和
五
十
二
年
歌
会
始
の
お
題
は

　
「
海
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
注
）
お
題
は
海
（
う
み
）
で
す

　
が
、
歌
句
に
は
海
の
駈
豊
思
の
あ
る

　
他
の
言
葉
を
用
い
て
も
よ
く
、
ま

　
た
、
そ
れ
ら
の
語
旬
が
な
く
と
も

　
海
の
情
景
が
詠
み
こ
ん
で
あ
れ
ば

　
よ
い
。

二
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
の
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

　
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

口
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

　
紙
（
白
紙
）
が
よ
い
。
）
と
し

　
毛
筆
で
自
書
し
て
下
さ
い
。

日
病
気
又
は
身
体
障
害
者
の
た
め

　毛筆で自

書
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
場
合
に
は
、
他
人
が
代
筆

　
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
代
筆
の
場
合
は
、
す
べ
て

そ
の
理
由
を
書
い
禿
別
紙
を
添

慾
の
か
た
ま
り
の
番
2
な
人
は
、
案

外
、
入
信
も
早
い
し
信
心
も
深
く
実

行
力
も
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
世

の
中
は
過
不
足
な
く
上
手
に
出
来
て

い
る
。
ひ
と
口
に
我
執
と
い
っ
て
も

今
生
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
無
始

以
来
の
迷
い
の
無
量
寿
で
あ
る
。

こ
の
迷
い
の
無
量
寿
に
遇
い
、
自
我

が
音
を
立
て
て
崩
懐
す
る
と
真
人
が

誕
生
す
る
。

心
が
明
鏡
に
な
る
と
轟
の
智
恵

が
浮
ん
で
く
る
。
真
理
と
い
う
と
冷

た
い
が
、
体
験
す
る
と
真
実
と
な
る

真実は

理
屈
以
前
の
も
の
の
道
理
で

あ
る
。
時
空
を
超
え
た
真
の
幸
福
は

こ
れ
以
外
に
は
な
く
、
人
間
と
し
て

の
無
上
道
で
あ
る
。

　
一
生
か
か
っ
て
も
、
こ
こ
ま
で
い

け
な
い
だ
ろ
う
が
、
人
生
は
奉
仕
に

つ
き
る
の
菩
薩
行
を
し
な
が
ら
、
み

仏
の
誓
願
を
お
の
が
誓
願
に
し
た

い
。

え
て
下
さ
い
。

　
尚
、
盲
人
の
方
は
、
点
字
で
詠

　
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

四
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

　
し
、
開
い
て
右
半
分
に
お
題
と

　
歌
、
左
半
分
に
住
所
、
氏
名
、

　
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ

　
く
具
体
的
に
）
を
書
い
て
く
だ

　
さ
い
。
無
職
の
場
合
は
、
元
の

職
業
を
書
い
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
職
業
に
つ
い
た
こ
と

が
な
い
場
合
は
、
世
帯
主
の
職

　
　
業
又
は
世
帯
主
の
元
の
職
業
を

　
　
書
き
、
そ
の
世
帯
主
と
の
続
柄

　
　
を
併
せ
て
書
い
て
下
さ
い
。

三
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

　
の
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

　
A
・

　
口
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

　
　
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た

　
歌
で
あ
る
場
ム
・

　
一
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
，
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
士
百

　
　
日
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
　
　
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消

　
　
他
の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
　
　
印
が
十
月
士
百
ま
で
の
も
の
を

　
　
り
発
表
し
た
場
合
　
　
　
　
　
　
　
有
効
と
し
ま
す
。

　
四
二
の
日
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
　
五
郵
便
の
あ
て
先

　
　
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
　
　
「
㎜
東
京
都
千
代
田
区
一
代
田
一

　
　
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
　
　
第
一
号
　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒

　
　
進
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

　
面
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
　
　
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ

　
　
な
い
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

四
詠
進
の
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。

安
全
な
消
費
生
活
の
た
め
に

　
最
近
、
複
雑
で
高
性
能
な
製
品
が

次
々
と
開
発
さ
れ
て
店
頭
に
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
等
の
製
品
の
欠
陥

に
よ
る
事
故
や
苦
情
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
と
民

間
に
ょ
る
消
費
生
活
用
製
品
の
安
全

性
確
保
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
買
物
の
時
の
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

◎
国
が
行
な
う
消
費
生
活
用
製
品
の

安
全
制
確
保

Sマーク

突
全

　
特
定
製
品
に
つ
い
て
は
、
安
全
基

準
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
基
準
に
合
格

し
た
も
の
に
「
S
マ
ー
ク
」
が
貼
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
　
「
S

マ
i
之
の
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
製

品
は
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
販
士
窺
制
の
行
な
わ
れ
て
い
る

特
定
製
品
は
次
の
も
の
で
す
。

○
家
庭
用
圧
力
な
べ
及
び
圧
力
が
ま

○
乗
用
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
自
動
二
輪

　
乗
用
車
用
の
も
の
）

○
野
球
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
硬
式
野
球

用
の
も
の
）

○
炭
酸
飲
料
び
ん
詰
（
四
〇
〇
説
以

上
の
も
の
）

○
炭
酸
飲
料
を
充
て
ん
す
る
た
め
の

　
ガ
ラ
ス
び
ん
（
四
〇
〇
認
以
上
の

も
の
）

○
乳
児
用
ベ
ッ
ト

○
金
属
製
バ
ッ
ト
（
野
球
用
又
は
ソ

　
フ
ト
ボ
ー
ル
用
の
も
の
）

○
ロ
ー
ラ
ス
ケ
ー
ト

○
登
山
用
ロ
ー
プ
（
身
体
確
保
用
の

も
の
）

◎
民
間
が
自
主
的
に
行
な
う
消
費
生

　
活
用
製
品
の
安
全
性
確
保

ク
　
一マGS

　
S
G
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
，
品
の

欠
陥
に
よ
り
、
万
一
事
故
が
起
き
た

場
合
に
は
、
損
害
賠
償
が
確
実
に
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
被
害
者
救
済
制
度

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
に

該
当
す
る
響
叩
に
は
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

○
乳
母
車
　
○
歩
行
器

○
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
レ
ス

○
ぶ
ら
ん
こ
　
○
す
べ
り
台

○
幼
児
用
鉄
棒
　
○
カ
ン
切
り

○
幼
児
用
三
輪
車
　
〇
二
段
ベ
ッ
ト

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト

○
住
宅
用
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ウ
ム
合
金
制

脚
立
　
○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
浴
槽
ふ

　
た
O
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
　
O
綿
棒


